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世界遺産登録記念シンポジウムを開催

■と　き　8月26日（日）　午後2時～
　　　　　（開場：午後１時30分、終了：午後４時45分）

■ところ　平戸文化センター中ホール

■参加費　無料
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取
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。

　　「世界文化遺産登録決定」
を祝し、くす球が割られる。
　　集まった関係者全員で記
念撮影。　　登録決定の瞬間
を待つ、春日集落在住の皆さ
ん。　　生月町で伝承され、
かくれキリシタン信者が唱え
ている「オラショ」の披露。

世界文化遺産登録決定
を祝い、春日町丸尾山
をライトアップ。青い閃
光が夜空へと映し出さ
れ、幻想的な雰囲気を
醸し出す。

祝福の閃光

文化交流課文化遺産班　　内線2277☎問
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　世界文化遺産登録を記念して「平戸の宝を未来へ」と

題したシンポジウムを開催します。

　この宝を今後どのように「つたえつなぐ」のか、文化観

光の専門家や、先進自治体の担当者を招き、最新の動

向を聞きながら、平戸市の未来を考えます。


